
(57)【要約】

機能層（２０）が第１の条片状ウェブ（１０）によって

囲んで制限されるので、大面積に機能層を被着させるこ

とができる有機エレクトロルミネセンスディスプレイを

提案する。機能層は、基板（１）上の第１の電極層（５

Ａ）上に設けられる。機能層上には、第２の電極層（２

５Ａ）が設けられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
－ 　 基 板 （ １ ） 上 に 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） が 配 置 さ れ て お り 、
－ 　 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 当 該 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） 上 に 大 面 積 に 配 置 さ れ る
機 能 層 （ ２ ０ ） を 囲 ん で 制 限 し 、
－ 　 当 該 機 能 層 （ ２ ０ ） 上 に 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） が 配 置 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
－ 　 前 記 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） は 第 １ の 電 極 接 続 部 分 （ ５ Ｂ ） と 導 電 接 続 さ れ て お り 、
－ 　 前 記 第 １ の 電 極 層 の 隣 に 、 当 該 第 １ の 電 極 層 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て 、 前 記 基 板 （ １
） 上 に 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 （ ２ ５ Ｂ ） が 配 置 さ れ て お り 、
－ 　 前 記 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） は 、 前 記 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 （ ５ Ｂ ） と 接 触 し て お り 、
－ 　 被 覆 部 （ ６ ０ ） は 、 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） の 領 域 お よ び 該 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 し て い る
ウ ェ ブ （ １ ０ ） の 領 域 と 、 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 接 続 部
分 （ ５ Ｂ お よ び ２ ５ Ｂ ） の 各 終 端 部 を 覆 っ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
－ 　 前 記 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） は 、 相 互 に 平 行 に 延 在 す る 第 １ の 電 極 条 片 （ ５ ） を 含 み 、
各 電 極 条 片 （ ５ ） の 延 長 部 は 、 電 極 接 続 部 分 （ ５ Ｂ ） と し て 用 い ら れ 、
－ 　 第 ２ の 絶 縁 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ５ ） は 、 前 記 第 １ の 電 極 条 片 （ ５ ） に 対 し て 横 向 き に 配
置 さ れ て お り 、
－ 　 前 記 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 単 独 で 、 ま た は 少 な く と も ２ つ の 第 ２ の 条 片 状 ウ
ェ ブ （ １ ０ ） と と も に 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） を 囲 ん で 制 限 し 、
－ 　 前 記 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） は 第 ２ の 電 極 条 片 （ ２ ５ ） を 含 み 、 当 該 第 ２ の 電 極 条 片
は 前 記 第 １ の 電 極 条 片 （ ５ ） に 対 し て 横 向 き に 配 置 さ れ て お り 、 両 側 を そ れ ぞ れ １ つ の 第
２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ５ ） に よ っ て 制 限 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 有 機 エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
－ 　 少 な く と も ２ つ の 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ５ ） に 対
し て 横 向 き に 配 置 さ れ て お り 、 当 該 ウ ェ ブ （ １ ５ ） の う ち の 少 な く と も ２ つ と 共 に 前 記 機
能 層 （ ２ ０ ） を 囲 ん で 制 限 す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
－ 　 少 な く と も ２ つ の 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 前 記 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ５ ） に 対 し て 横 向 き
に 延 在 し 、 別 の ２ つ の 第 １ の ウ ェ ブ は 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ５ ） に 対 し て 縦 向 き に
延 在 し 、 当 該 ４ つ の ウ ェ ブ は 共 に 、 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） お よ び 条 片 状 の 第 ２ の 絶 縁 層 ウ ェ
ブ （ １ ５ ） を 囲 ん で 制 限 す る 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
－ 　 前 記 ４ つ の 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 、 少 な く と も ４ つ の 別 の 条 片 状 ウ ェ ブ （ ３
５ ） に よ っ て 囲 ん で 制 限 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ は 同 じ 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ か ら ６
ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
－ 　 前 記 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ５ ） に 対 し て 横 向 き に 配 置 さ れ て い る 前 記 第 １ の 絶 縁 ウ ェ
ブ （ １ ０ ） の う ち の 少 な く と も １ つ は 、 相 互 に 接 続 さ れ て い な い 少 な く と も ２ つ の 領 域 （
３ ０ ） か ら 構 成 さ れ て お り 、 当 該 領 域 は 前 記 ウ ェ ブ を ウ ェ ブ の 長 手 方 向 に お い て 中 断 し て
い る 、 請 求 項 ４ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
－ 　 前 記 相 互 に 接 続 さ れ て い な い 領 域 （ ３ ０ ） は 、 前 記 第 １ の ウ ェ ブ の 長 手 方 向 に 対 し て
横 向 き に 延 在 し て い る 、 請 求 項 ８ 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ の 絶 縁 性 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ５ ） は 横 断 面 に お い て 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し
て い る 、 請 求 項 ３ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ １ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ０ お よ び １ ５ ） は 、 異 な る 色 の エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ セ ン ス を 示 す 機 能 層 （ ２ ０ ） を 相 互 に 区 切 る 、 請 求 項 ３ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記
載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
－ 　 少 な く と も 幾 つ か の ウ ェ ブ は 、 デ ィ ス プ レ イ の グ ラ フ ィ ッ ク 要 素 を 構 造 化 す る 、 請 求
項 ３ か ら １ １ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 基 板 （ １ ） は 透 明 で あ り 、 観 察 者 の 方 を 向 い て い る 面 上 で 少 な く と も 部 分 領 域 に お い
て マ ッ ト 仕 上 げ さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら １ ２ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
－ 　 基 板 （ １ ） 上 に 、 個 々 に 駆 動 制 御 可 能 な 半 導 体 構 成 素 子 （ ４ ０ ） の マ ト リ ク ス が 第 １
の 電 極 （ ４ ５ ） と 共 に 設 け ら れ て お り 、 当 該 半 導 体 構 成 素 子 は 窓 部 （ ５ ０ ） の 隣 に 絶 縁 層
（ ７ ０ ） の 下 に 配 置 さ れ て お り 、 当 該 絶 縁 層 お よ び 絶 縁 層 の 窓 部 上 に 被 着 さ れ た 各 機 能 層
（ ２ ０ ） に 接 触 し て お り 、 そ れ ぞ れ デ ィ ス プ レ イ の １ つ の 画 素 を 規 定 し て お り 、
－ 　 条 片 状 の 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ （ １ ０ ） は 絶 縁 層 （ ７ ０ ） の 周 り に 配 置 さ れ て お り 、 大 面
積 で 配 置 さ れ た 機 能 層 （ ２ ０ ） を 制 限 し て お り 、
－ 　 当 該 機 能 層 上 に 大 面 積 に 第 ２ の 電 極 層 （ ５ ５ ） が 配 置 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 で あ っ て 、 以 下 の ス テ ッ プ 、 す な わ
ち 、
Ａ ） 基 板 １ （ １ ） 上 に 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） を 設 け 、
Ｂ ） 第 １ の 絶 縁 層 を 前 記 基 板 お よ び ／ ま た は 前 記 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） 上 に 被 着 さ せ 、 引
き 続 き 条 片 状 ウ ェ ブ （ １ ０ ） に 構 造 化 し 、 当 該 条 片 状 ウ ェ ブ は 機 能 層 （ ２ ０ ） に 対 し て 設
け ら れ た 領 域 を 囲 ん で 制 限 し 、
Ｃ ） 引 き 続 き 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） を 大 面 積 で 当 該 領 域 内 に 被 着 さ せ 、
Ｄ ） そ の 後 、 大 面 積 で 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） を 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） 上 に 設 け る 、
ス テ ッ プ を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ａ ） に お い て 付 加 的 に 、 前 記 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） と 導 電 性 接 続 さ れ て
い る 第 １ の 電 極 接 続 部 分 （ ５ Ｂ ） と 、 当 該 第 １ の 電 極 接 続 部 分 の 隣 に あ る 少 な く と も １ つ
の 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 （ ２ ５ Ｂ ） を 設 け 、
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ｄ ） に お い て 、 当 該 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 （ ２ ５ Ｂ ） と 接 触 す る よ う に 前
記 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） を 設 け 、
－ 　 次 に 、 前 記 ス テ ッ プ Ｄ ） の 後 に 行 わ れ る ス テ ッ プ Ｅ ） に お い て 被 覆 部 （ ６ ０ ） を 、 当
該 被 覆 部 が 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） の 領 域 お よ び 当 該 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る ウ ェ ブ （ １ ０ ）
の 領 域 と 、 前 記 第 ２ の 電 極 層 （ ２ ５ Ａ ） と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 の 各 終 端
部 を 覆 う よ う に 取 り 付 け る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ａ ） に お い て 前 記 第 １ の 電 極 層 （ ５ Ａ ） を 、 相 互 に 平 行 に 延 在 し て い る
第 １ の 電 極 条 片 （ ５ ） に 構 造 化 し 、
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ｂ ） に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 の ウ ェ ブ （ １ ０ ） に 対 し て 付 加 的 に 、
第 ２ の 絶 縁 層 を ウ ェ ブ （ １ ５ ） に 、 前 記 第 １ の 電 極 条 片 （ ５ ） に 対 し て 横 向 き に 構 造 化 し
、
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－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ｄ ） に お い て 、 長 手 側 が 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 の そ れ ぞ れ １ つ の ウ ェ ブ （ １
５ ） に よ っ て 制 限 さ れ て い る 第 ２ の 電 極 条 片 （ ２ ５ ） が 設 け ら れ る よ う に 、 前 記 第 ２ の 電
極 層 （ ２ ５ Ａ ） を 付 着 さ せ る 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ｂ ） に お い て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 絶 縁 層 を 同 時 に 構 造 化 す る 、 請 求 項
１ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
－ 　 別 個 の ス テ ッ プ Ｂ １ ） に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 を 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 の 前 ま た は
後 に 構 造 化 す る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
－ 　 は じ め に 構 造 さ れ た ウ ェ ブ （ １ ０ ま た は １ ５ ） を 、 そ の 構 造 化 後 に 、 表 面 の 付 加 的 な
処 理 に よ っ て 修 正 し 、 そ の 後 に 別 の ウ ェ ブ を 設 け る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
－ 　 付 加 的 な 処 理 と し て 、 フ ッ 化 プ ラ ズ マ に よ っ て 、 エ ッ チ ン グ に よ る 濡 れ に 対 す る パ ッ
シ ブ 化 を 行 う 、 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
－ 　 化 学 的 な 処 理 に お け る 前 記 付 加 的 な 処 理 を 、 界 面 活 性 物 質 ま た は 化 学 的 な 硬 化 剤 に よ
っ て 行 う 、 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
－ 　 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 の 少 な く と も ２ つ の ウ ェ ブ （ １ ５ ） が 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 の ウ ェ ブ
（ １ ０ ） と 共 に 、 後 に 機 能 層 が 設 け ら れ る 領 域 を 囲 ん で 制 限 す る よ う に 前 記 第 ２ の 絶 縁 層
を 構 造 化 す る 、 請 求 項 １ ７ か ら ２ ２ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 絶 縁 層 を フ ォ ト レ ジ ス ト か ら 構 成 す る 、 請 求 項 １ ５ か
ら ２ ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 絶 縁 層 を 、 層 を 構 成 す る 絶 縁 材 料 か ら 構 成 す る 、 請 求
項 １ ７ か ら ２ ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 絶 縁 層 を 印 刷 方 法 に よ っ て 被 着 さ せ る 、 請 求 項 １ ７ か
ら ２ ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 絶 縁 層 を ス テ ッ プ Ｂ ） お よ び ／ ま た は Ｂ １ ） に お い て
、 マ ス ク を 通 し て プ ラ ズ マ に よ っ て エ ッ チ ン グ す る か 、 ま た は 露 光 し て 引 き 続 き エ ッ チ ン
グ す る か 、 ま た は 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 絶 縁 層 に 特 定 に 作 用 す る 溶 剤 に さ ら す こ と に
よ っ て 構 造 化 す る 、 請 求 項 １ ５ か ら ２ ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
－ 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 絶 縁 層 を 異 な る 材 料 か ら 構 成 す る 、 請 求 項 １ ７ か ら ２ ７ ま で の
い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
－ 　 前 記 ス テ ッ プ Ｃ ） に お い て 、 前 記 機 能 層 （ ２ ０ ） を 大 面 積 印 刷 方 法 に よ っ て 被 着 さ せ
る 、 請 求 項 １ ５ か ら ２ ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
－ 　 前 記 機 能 層 を オ フ セ ッ ト 印 刷 、 ス ク リ ー ン 印 刷 、 タ ン ポ ン 印 刷 、 凹 板 印 刷 お よ び 凸 板
印 刷 、 殊 に フ レ キ ソ 印 刷 に よ っ て 設 け る 、 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
－ 　 前 記 基 板 （ １ ） は 透 明 で あ り 、 前 記 ス テ ッ プ Ａ ） の 前 に 、 観 察 者 の 方 を 向 い て い る 面
を 粗 面 化 す る 、 請 求 項 １ ５ か ら ３ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ポ リ マ ー に 基 づ く 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ｓ ） は 近 年 、 急
速 な 発 展 を 遂 げ た 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 基 本 的 に 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 有 機 材 料 の １ つ ま た は
複 数 の 層 か ら 成 る 。 こ の 層 は 、 ２ つ の 電 極 間 で 積 層 さ れ て い る 。 電 極 へ 電 圧 が 印 加 さ れ る
と 、 こ の 材 料 は 発 光 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ 市 場 を 制 し て い る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と 比 較 し て 、 多 く の
利 点 を 有 し て い る 。 一 つ に は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 他 の 物 理 的 な 機 能 原 理 に 基 づ い て 自 発 光 性 を 示
す 。 こ れ に よ っ て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 基 づ く フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ の 場 合 に は 通 常 設 け
ら れ て い る バ ッ ク ラ イ ト が 不 要 に な る 。 こ れ に よ っ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 場 合 に 必 要 と さ れ る 場 所
お よ び 消 費 電 力 が 著 し く 低 減 さ れ る 。 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の ス イ ッ チ ン グ 時 間 は 、 マ イ ク
ロ 秒 の 領 域 に あ り 、 僅 か に し か 温 度 に 依 存 し な い 。 こ れ に よ っ て 、 ビ デ オ ア プ リ ケ ー シ ョ
ン に 対 す る 使 用 が 可 能 に な る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 対 し て 読 み 取 り 角 は ほ ぼ １ ８ ０ ° で あ
る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で 必 要 と な る 偏 光 フ ィ ル ム は 、 殆 ど の 場 合 に 省 か れ る 。 従 っ て 、 表
示 素 子 の 比 較 的 高 い 明 度 が 得 ら れ る 。 フ レ キ シ ブ ル で あ り 、 平 坦 で な い 基 板 が 使 用 可 能 な
こ と 、 並 び に 容 易 か つ 低 コ ス ト に 製 造 可 能 で あ る こ と は さ ら な る 利 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に は ２ つ の 技 術 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 技 術 は 、 有 機 材 料 の 種 類 お よ び 処 理 に お い
て 異 な る 。 一 つ に は 例 え ば ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ン － ア ル ミ ニ ウ ム － Ｉ Ｉ Ｉ － 塩 （ Ａ ｌ ｑ ３ ）
の よ う な 低 分 子 有 機 材 料 が 使 用 さ れ る 。 こ れ は 殆 ど の 場 合 、 熱 的 蒸 着 に よ っ て 相 応 す る 基
板 上 に 被 着 さ れ る 。 こ の 技 術 に 基 づ く デ ィ ス プ レ イ は 既 に 市 販 さ れ て お り 、 現 在 主 に 自 動
車 電 子 技 術 に お い て 使 用 さ れ て い る 。 し か し こ の 構 成 要 素 の 製 造 は 高 真 空 下 で の 多 数 の プ
ロ セ ス 工 程 を 伴 う の で 、 高 い 投 資 コ ス ト お よ び メ ン テ ナ ン ス コ ス ト 並 び に 比 較 的 低 い ス ル
ー プ ッ ト に よ る 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ れ 故 に １ ９ ９ ０ 年 か ら 、 有 機 材 料 と し て ポ リ マ ー を 使 用 す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 技 術 が 開 発 さ れ て
き た 。 こ れ は 溶 液 か ら 湿 式 化 学 的 に 基 板 上 に 設 け ら れ る 。 有 機 層 を 作 成 す る た め に 必 要 な
真 空 工 程 は こ の 技 術 で は 省 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
文 献 Ｅ Ｐ ０ ８ ９ ２ ０ ２ ８ Ａ ２ 号 に は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ポ リ マ ー が イ ン ク ジ ェ ッ ト
プ リ ン ト 方 法 を 用 い て 、 個 々 の 画 素 を 規 定 す る フ ォ ト ラ ッ ク 層 の 窓 部 内 に 印 刷 さ れ る 方 法
が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 の 欠 点 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト 方 法 が 非 常 に 緩 慢 で あ り
、 こ の よ う な 製 造 方 法 の 形 式 が 非 常 に 時 間 の か か る 、 従 っ て コ ス ト の か か る も の で あ る と
い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う な 理 由 か ら 、 ポ リ マ ー の 印 刷 に 対 し て 、 大 面 積 の 印 刷 方 法 を 使 用 す る こ と が 試 み
ら れ た 。 こ の 大 面 積 印 刷 方 法 は 、 短 時 間 の 間 に 抵 コ ス ト で 大 面 積 に 印 刷 可 能 で あ る 。 現 在
で は 殆 ど の 場 合 、 ポ リ マ ー は 回 転 遠 心 方 法 （ Drehschleuderverfahren） を 用 い て 大 面 積 に
被 着 さ れ る 。 し か し こ の 方 法 は 多 く の 欠 点 を 有 し て お り 、 ポ リ マ ー 溶 液 の 大 部 分 （ 約 ９ ９
％ ） は 、 再 び 戻 る こ と な く 損 出 さ れ て し ま う 。 こ れ に 加 え て 回 転 遠 心 過 程 は 同 じ よ う に 比
較 的 長 く 続 く （ 約 ３ ０ ～ ６ ０ 秒 ） 。 基 板 が 比 較 的 大 き い 場 合 、 ポ リ マ ー 層 の 厚 さ を 均 一 に
し て 被 着 さ せ る の は ほ ぼ 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
基 本 的 に は 、 他 の 全 て の 大 面 積 標 準 印 刷 方 法 が 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ポ リ マ ー の 印 刷
に 適 す る 。 こ れ は 例 え ば 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 や タ ン ポ ン 印 刷 の よ う な 平 版 印 刷 方 法 ま た は フ
レ キ ソ 印 刷 の よ う な 凸 板 印 刷 方 法 お よ び 凹 板 印 刷 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
文 献 Ｗ Ｏ ９ ９ ０ ７ １ ８ ９ Ａ １ 号 に は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ポ リ マ ー を 被 着 さ せ る た め
の 幾 つ か の 標 準 の 印 刷 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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し か し こ の よ う な 大 面 積 印 刷 方 法 に お い て は し ば し ば 、 別 の 問 題 が 生 じ る 。 ポ リ マ ー は プ
リ ン ト す る の に 最 適 化 さ れ て い る の で は な く 、 遮 断 割 合 （ Sperrverhaeltnis） 、 寿 命 お よ
び エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 効 率 に 対 す る 最 適 な 性 能 が 最 適 化 さ れ る よ う に さ れ て い る か ら
で あ る 。 す な わ ち 基 板 上 に ポ リ マ ー を 印 刷 す る と き に 、 従 来 の 印 刷 イ ン キ で は 認 め ら れ な
か っ た 、 ま た は 従 来 の 印 刷 イ ン キ を 修 正 す る こ と 、 例 え ば 添 加 物 を 加 え る こ と に よ っ て 除
去 す る こ と が で き た 問 題 が 生 じ て し ま う 。 こ の よ う な 問 題 の １ つ に は 、 基 板 上 へ の プ リ ン
ト 後 の ポ リ マ ー の に じ み （ Verlaufen） が あ る 。 急 峻 な 縁 部 の 代 わ り に 、 各 印 刷 方 法 お よ
び 使 用 に 応 じ て 、 非 常 に 幅 の 広 い 「 汚 れ た 縁 部 領 域 」 が 生 じ て し ま う 。 添 加 物 を 加 え る こ
と で ポ リ マ ー 溶 液 を 印 刷 に 適 す る よ う に す る と い う オ プ シ ョ ン は 、 殆 ど の 場 合 に 行 わ れ な
い 。 な ぜ な ら こ の よ う な 添 加 は 、 ポ リ マ ー の 効 果 を 損 な わ せ る も の だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
印 刷 中 の ポ リ マ ー 溶 液 の に じ み に よ っ て 、 殊 に デ ィ ス プ レ イ の 外 側 の 画 素 で ポ リ マ ー 層 の
厚 さ が 減 少 す る 。 こ れ に よ っ て 、 デ ィ ス プ レ イ の 不 均 質 な 発 光 お よ び 、 寿 命 の 低 下 が 生 じ
て し ま う 。 さ ら に し ば し ば 、 例 え ば 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ （ Indium-Zinn-Oxid:ITO） の よ う
な 耐 酸 化 性 の 導 電 性 材 料 か ら な る 電 極 端 子 は 、 敏 応 性 ポ リ マ ー 、 並 び に 酸 化 し や す い カ ソ
ー ド 材 料 を 保 護 す る 被 覆 部 の 下 を 通 っ て 実 現 さ れ る （ hindurchgefuehrt)。 基 板 上 な い し
電 極 接 続 部 分 上 の 厚 い 被 覆 部 を 確 実 に す る た め に 、 こ の 領 域 が ポ リ マ ー を 含 ま な い こ と が
必 要 で あ る 。 従 っ て カ ソ ー ド 接 続 部 分 も ポ リ マ ー フ リ ー で な く て は な ら な い 。 な ぜ な ら そ
う で な い 場 合 に は は じ め に 基 板 上 に 設 置 さ れ た カ ソ ー ド 接 続 部 分 は 、 後 か ら 設 置 さ れ る カ
ソ ー ド と 絶 縁 さ れ る か ら で あ る 。 上 述 し た こ の よ う な 理 由 か ら 、 大 面 積 印 刷 方 法 の 場 合 に
、 ポ リ マ ー の に じ み が 回 避 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 被 着 が 大 面 積 で あ る 場 合 に エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 の に じ み を 回 避 す
る 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ポ リ マ ー を ベ ー ス に し た デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る こ と で あ る
。 上 述 の 課 題 は 、 基 板 上 に 第 １ の 電 極 層 が 配 置 さ れ て お り 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ は 、 当 該
第 １ の 電 極 層 上 に 大 面 積 に 配 置 さ れ る 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 し 、 当 該 機 能 層 上 に 第 ２ の 電 極
層 が 配 置 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ に よ
っ て 解 決 さ れ る 。 デ ィ ス プ レ イ の 有 利 な 構 成 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ 並 び に
こ の デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 は 後 続 の 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ で は 、 基 板 上 に 第 １ の 電 極 層 が 配 置 さ れ る 。 有 機 エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ セ ン ス 層 （ 例 え ば 正 孔 輸 送 ポ リ マ ー お よ び 発 光 ポ リ マ ー ） か ら 成 る デ ィ ス プ レ イ の 機
能 層 が 、 本 発 明 と 相 応 に 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ に よ っ て 制 限 さ れ る 領 域 上 に 被 着 さ れ る 。 こ
の 場 合 に 機 能 層 は 大 面 積 で 、 こ の 領 域 内 に 配 置 さ れ る 。 機 能 層 上 に は 、 第 ２ の 電 極 層 が 設
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
機 能 層 を プ リ ン ト に 適 す る よ う に 最 適 化 す る の は 困 難 な の で 、 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ
で は 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ が 、 大 面 積 に 設 置 さ れ た 機 能 層 の に じ み を 阻 止 す る よ う に デ ィ
ス プ レ イ が 変 え ら れ る 。 こ の よ う な ウ ェ ブ 構 造 体 に よ っ て は じ め て 、 機 能 層 を 基 板 の 規 定
さ れ た 領 域 上 に 大 面 積 で 被 着 さ せ 、 同 時 に 囲 ん で 区 切 る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 機 能
層 の 縁 部 で も 同 じ 厚 さ を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
デ ィ ス プ レ イ の 有 利 な 構 成 で は 、 第 １ の 電 極 層 は 第 １ の 電 極 接 続 部 分 と 導 電 性 に 接 続 さ れ
る 。 第 １ の 電 極 層 に 隣 接 し て 、 基 板 上 に は 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 が 設 け ら
れ る 。 第 ２ の 電 極 層 は 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 と 接 触 し て い る 。 機 能 層 を 取 り 囲 ん で い る ウ
ェ ブ を 有 す る 機 能 層 の 領 域 並 び に 第 ２ の 電 極 層 は 、 被 覆 部 に よ っ て 覆 わ れ る が 、 こ の 被 覆
部 は 同 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 の 端 部 を 解 放 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ の こ の よ う な 有 利 な 別 形 態 で は 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ に よ っ て
、 第 ２ の 電 極 層 が 問 題 な く 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 と 接 触 し 、 同 時 に デ ィ ス プ レ イ の 厚 い 被 覆
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部 を 被 着 さ せ る こ と が で き る 。 な ぜ な ら 、 に じ ん で い る 機 能 層 が 、 被 覆 部 と 基 板 （ な い し
は 電 極 接 続 部 分 ） と の 間 の 接 触 を 妨 害 す る こ と が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ の 別 の 有 利 な 構 成 で は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ が 記
載 さ れ て い る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ で は 、 第 １ の 電 極 層 は 相 互 に 平 行 に 延 在 す る 第 １ の 電 極
条 片 を 含 む 。 こ こ で は 各 電 極 条 片 の 延 長 部 分 が 第 １ の 電 極 接 続 部 分 と し て 用 い ら れ る 。 こ
の 第 １ の 電 極 条 片 に 対 し て 横 向 き に 、 第 ２ の 絶 縁 性 条 片 状 ウ ェ ブ が 配 置 さ れ る 。 こ の ウ ェ
ブ は 、 後 に 、 第 ２ の 電 極 条 片 を 分 け る の に 用 い ら れ る 。 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ は 、 こ の よ う
な 配 置 構 成 に お い て 単 独 で 、 ま た は 、 第 １ の ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 配 置 さ れ た 第 ２ の 条
片 状 ウ ェ ブ の う ち の 少 な く と も ２ つ と と も に 、 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 。 機 能 層 を 大 面 積
に 設 け た 後 に 第 ２ の 電 極 層 が 被 着 さ れ る と 、 第 ２ の 条 片 状 絶 縁 ウ ェ ブ の エ ッ ジ で 金 属 フ ィ
ル ム が は ぎ 取 ら れ る 。 こ れ に よ っ て 第 １ の 電 極 条 片 に 対 し て 横 向 き に 第 ２ の 電 極 条 片 が 形
成 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 電 極 条 片 は 両 側 で 、 各 １ つ の 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ に よ っ て 制 限 さ れ て
い る 。 こ の よ う な 第 ２ の 電 極 条 片 は そ れ ぞ れ 、 基 板 上 に 被 着 さ れ た 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 と
接 触 し て い る 。 こ の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ で は 、 個 々 に 駆 動 制 御 可 能 な 画 素 の
マ ト リ ッ ク ス が 得 ら れ る 。 こ こ で 画 素 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 条 片 の 交 点 に よ っ て 規 定
さ れ る 。 第 １ の 電 極 条 片 は 通 常 は ア ノ ー ド と し て 使 用 さ れ 、 第 ２ の 電 極 条 片 は カ ソ ー ド と
し て 使 用 さ れ る 。 ア ノ ー ド 条 片 お よ び カ ソ ー ド 条 片 そ れ ぞ れ に 電 圧 を 印 加 す る と 、 こ の よ
う な 電 極 条 片 の 交 点 と し て 規 定 さ れ て い る ピ ク セ ル が 発 光 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に よ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 場 合 に は 基 本 的 に 、 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ に
対 し て 横 向 き に 配 置 さ れ て い る 例 え ば ２ つ の 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ が 、 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ の う
ち の 少 な く と も ２ つ と と も に 機 能 層 ２ ０ を 囲 ん で 制 限 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 第
１ の 絶 縁 ウ ェ ブ を 次 の よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ の う ち の
少 な く と も ２ つ が 、 カ ソ ー ド 分 割 用 の 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 延 在 し 、 別 の ２
つ の ウ ェ ブ が 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ に 対 し て 縦 に 延 在 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に ４ つ
の 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 共 に 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 。 正 孔 輸 送 ま た は 発 光 ポ リ マ ー 等 の 極
性 ま た は 非 極 性 の ポ リ マ ー か ら 成 る 多 層 の 機 能 層 が し ば し ば 使 用 さ れ る の で 、 第 １ の 絶 縁
ウ ェ ブ 構 造 体 が さ ら な る 絶 縁 ウ ェ ブ 構 造 体 に よ っ て 囲 ん で 制 限 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
こ こ で ２ つ の ウ ェ ブ 構 造 体 は 、 極 性 お よ び 非 極 性 の 機 能 層 に 対 す る 異 な る 濡 れ 性 を 有 す る
こ と が で き る 。 し か し 、 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ と 、 カ ソ ー ド を 分 け る
第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 同 じ 材 料 か ら 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 場 合 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 有 利 に は 、
同 じ 材 料 か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ は 次 の 利 点 を 有 し て い る 。 す な わ ち 機 能 層 を 区 切 る た め の
第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ が １ つ の ス テ ッ プ に お い て 、 カ ソ ー ド を 分 け る た め の ウ ェ ブ と と も に 構
成 可 能 で あ る と い う 利 点 で あ る 。 材 料 と し て は 例 え ば ポ ジ テ ィ ブ ま た は ネ ガ テ ィ ブ な フ ォ
ト レ ジ ス ト 、 ま た は 例 え ば 二 酸 化 け い 素 の よ う な 層 を 構 成 す る 他 の 絶 縁 材 料 が 適 し て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
カ ソ ー ド を 分 け る た め の 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 有 利 に は 、 上 方 に 向 か っ て 張 出 し て い る エ ッ
ジ 形 状 を 有 し て い る 。 こ の 結 果 、 後 に 大 面 積 に 被 着 さ れ る 金 属 フ ィ ル ム （ 第 ２ の 電 極 層 ）
が 確 実 に 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ の エ ッ ジ で 剥 が さ れ る 。 機 能 層 を 制 限 す る 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ が
第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ と と も に 被 着 さ れ る 場 合 、 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ も 通 常 は 張 出 し て い る エ ッ
ジ 形 状 を 有 す る 。 こ の 場 合 に は 有 利 に は 、 少 な く と も 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 （ カ ソ ー ド 接
続 部 分 ） に 隣 接 し て い る 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 、 相 互 に
接 続 さ れ て い な い 少 な く と も ２ つ の 領 域 か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ は 次 の 利 点 を 有 し て い る 。
す な わ ち 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ の 張 出 し た エ ッ ジ 形 状 に も か か わ ら ず 、 自 身 の 中 断 さ れ た ウ ェ
ブ 構 造 体 に よ っ て 、 被 着 が 大 面 積 で あ る 場 合 に 、 電 極 接 続 部 分 に 対 す る 境 界 で の 第 ２ の 電
極 フ ィ ル ム の 剥 離 が 確 実 に 阻 止 さ れ る と い う 利 点 で あ る 。 こ れ に よ っ て 第 ２ の 電 極 条 片 は
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第 ２ の 電 極 接 続 部 分 と 電 気 的 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 対 象 で あ る 方 法 を 以 下 で 説 明 す る 。 す な わ ち ス テ ッ プ Ａ ） に お い て 第 １ の 電 極 層
を 設 け る 。 ス テ ッ プ Ｂ ） に お い て 第 １ の 絶 縁 層 を 基 板 お よ び ／ ま た は 第 １ の 電 極 層 上 に 被
着 さ せ 、 次 に 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 構 造 化 す る 。 こ の 場 合 に は は じ め に 第 １ の 条 片 状 ウ
ェ ブ を 設 け 、 引 き 続 き 第 １ の 電 極 層 を 設 け る 、 す な わ ち は じ め に ス テ ッ プ Ｂ ） を 行 い 、 そ
の 後 Ａ ） を 実 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。 引 き 続 き ス テ ッ プ Ｃ ） に お い て 、 機 能 層 を 大 面 積
で 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ に よ っ て 囲 ん で 制 限 さ れ た 領 域 上 に 被 着 さ せ 、 そ の 後 、 ス テ ッ プ
Ｄ ） に お い て 大 面 積 で 第 ２ の 電 極 層 が 機 能 層 上 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 で 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ 並 び に 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 を 実 施 例 お
よ び 図 面 に 基 づ き よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ に は 、 構 造 化 さ れ て い な い 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 層 を 有 す る 従 来 の デ ィ ス
プ レ イ の 製 造 が 示 さ れ て い る 。
図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｅ に は 、 構 造 化 さ れ て い な い 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 層 お よ び 電 極 接 続 部 分 を
有 す る 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ の 別 形 態 の 製 造 が 示 さ れ て い る 。
図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｆ に は 、 構 造 化 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 条 片 を 有 す る 本 発 明 に よ る パ ッ
シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 製 造 が 示 さ れ て い る 。
図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｋ に は 、 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ
ブ お よ び 、 機 能 層 を 区 切 る た め の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ と の 本 発 明 に
よ る 組 合 せ が 示 さ れ て い る 。
図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ に は 、 第 １ と 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と の 組 合 せ に よ っ て 、 種 々 の 色 の エ
レ ク ト ル ミ ネ セ ン ス を 示 す 機 能 層 を 相 互 に 区 切 る 方 法 が 示 さ れ て い る 。
図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ に は 、 張 り 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い な い ウ ェ ブ お よ び 張 り 出
し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い る ウ ェ ブ の 横 断 面 が 示 さ れ て い る 。
図 ７ に は 、 本 発 明 に よ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
従 来 の デ ィ ス プ レ イ と 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ と の 違 い な い し は 、 従 来 の デ ィ ス プ レ イ
製 造 方 法 と 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ 製 造 方 法 と の 違 い を 明 ら か に す る た め に 、 以 下 で 簡
単 に 、 例 え ば 照 明 使 用 に 対 す る 、 構 造 化 さ れ て い な い 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 層 お よ び 電 極
接 続 部 分 を 有 す る 従 来 の デ ィ ス プ レ イ に 対 す る 製 造 方 法 に つ い て 言 及 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 来 の 製 造 方 法 で は 、 図 １ Ａ に 示 さ れ て い る よ う な 第 １ の ス テ ッ プ に お い て 、 透 明 基 板 １
（ 例 え ば ガ ラ ス プ レ ー ト ） 上 に 、 直 接 的 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の 電 極 接 続 部 分 ５ Ｂ を
有 す る 第 １ の 電 極 層 ５ Ａ 、 並 び に こ れ と 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ が
設 け ら れ る 。 電 極 層 に 対 す る 材 料 と し て は 通 常 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ （ ITO） が 導 電 性
の 透 明 材 料 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ Ｂ に は 、 第 ２ の ス テ ッ プ に お い て 、 大 面 積 で 機 能 ポ リ マ ー 層 （ ２ ０ ） が 被 着 さ れ る 。
こ こ で 機 能 層 ２ ０ は 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ 並 び に 第 １ の 電 極 接 続 部 分 ５ Ｂ の 領 域 を
覆 っ て い な い 。 な ぜ な ら こ れ ら の 領 域 は 、 後 か ら 設 置 さ れ る 被 覆 部 の 下 を 通 っ て 実 現 さ れ
、 機 能 層 が 存 在 す る 場 合 に は 、 こ れ ら の 接 続 部 分 上 に 厚 い 被 覆 部 が 可 能 で な い か ら で あ る
。 さ ら に 機 能 層 ２ ０ は 、 基 板 １ 上 の 、 後 か ら 被 覆 部 が 設 け ら れ る 他 の 領 域 も 覆 わ な い こ と
に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
続 い て 、 次 の ス テ ッ プ （ 図 １ Ｃ ） に お い て 大 面 積 で 、 例 え ば シ ャ ド ー マ ス ク に よ っ て 、 例
え ば ア ル ミ ニ ウ ム か ら 成 る 第 ２ の 電 極 層 ２ ５ Ａ が 設 置 さ れ る 。 こ こ で こ の よ う な 第 ２ の 電
極 層 は 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ ｂ と 接 触 し て い る こ と に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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最 後 の ス テ ッ プ で は 、 図 １ Ｄ に 示 さ れ て い る よ う に 、 機 能 層 の 領 域 お よ び 機 能 層 を 覆 っ て
い る 第 ２ の 電 極 層 の 領 域 に わ た っ た 被 覆 部 ６ ０ が 設 け ら れ る 。 こ こ で ２ つ の 電 極 接 続 部 分
５ Ｂ お よ び ２ ５ Ｂ は 、 被 覆 部 の 下 を 通 っ て 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
デ ィ ス プ レ イ に 対 す る 図 示 さ れ た 従 来 の 製 造 方 法 に 対 し て 、 以 下 で 説 明 す る 本 発 明 に よ る
製 造 方 法 の 別 形 態 は 、 機 能 層 を 区 切 る 条 片 状 ウ ェ ブ が 設 け ら れ る 少 な く と も １ つ の 付 加 的
な ス テ ッ プ に よ っ て 特 徴 付 け ら れ る 。 こ の よ う な 別 形 態 は 付 加 的 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 電
極 条 片 を 設 け る こ と 、 並 び に 被 包 部 分 の 取 付 も 含 む 。 そ の 一 般 的 な 形 態 に お い て 本 発 明 に
よ る 方 法 は 上 述 し た よ う に 、 ス テ ッ プ Ａ ） ～ Ｄ ） の み を 含 む 。 こ こ で は 電 極 接 続 部 分 も 、
被 包 部 分 も 形 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 に よ る 方 法 の 別 形 態 は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。 す な わ ち 図 ２ Ａ に 示 さ れ た よ う に 第 １
の ス テ ッ プ Ａ ） に お い て 、 基 板 １ 上 に 、 第 １ の 電 極 接 続 部 分 ５ Ｂ を 有 す る 第 １ の 電 極 層 ５
Ａ と 、 そ の 隣 に 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ が 設 け ら れ る 。 こ の 場 合 に も
通 常 は 、 透 明 な 導 電 性 電 極 材 料 と し て 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ （ ITO） が 使 用 さ れ る 。 こ れ は
液 状 臭 化 水 素 に よ っ て 容 易 に 構 造 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ２ の ス テ ッ プ Ｂ ） で は 、 基 板 お よ び ／ ま た は 電 極 層 上 に 、 第 １ の 絶 縁 層 が 設 置 さ れ 、 引
き 続 き 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ に 構 造 化 さ れ 、 後 に 機 能 層 ２ ０ が 形 成 さ れ る べ き 領 域 を 囲 ん で 制
限 す る 。 こ の よ う な ス テ ッ プ は 図 ２ Ｂ に 示 さ れ て い る 。 こ こ で 有 利 に は 第 １ の 絶 縁 条 片 状
ウ ェ ブ １ ０ は 有 利 に は 、 こ の ウ ェ ブ に 平 行 に 延 在 し て い る 別 の 条 片 状 ウ ェ ブ ３ ５ に よ っ て
取 り 囲 ま れ る 。 こ の さ ら な る 条 片 状 ウ ェ ブ ３ ５ は 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ と は 別 の 材 料
か ら 成 る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 ２ つ の ウ ェ ブ 構 造 体 １ ０ お よ び ３ ５ に よ っ て 、 複 数
の 異 な る 機 能 層 を 囲 ん で 区 切 る こ と が で き る 。 こ の う ち の １ つ の 層 は 親 水 性 で あ り 、 別 の
層 は 疎 水 性 で あ る 。 こ の よ う な 場 合 に 、 次 の こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 第 １ の 機 能 層 が
第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ に よ っ て 制 限 さ れ 、 第 ２ の 機 能 層 が ウ ェ ブ 構 造 体 ３ ５ に よ っ て 制
限 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ２ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 引 き 続 き ス テ ッ プ Ｃ ） で は 、 機 能 層 ２ ０ が 大 面 積 に 被 着 さ れ
る 。 こ こ で 上 述 し た よ う に 、 複 数 の 層 を 被 着 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
引 き 続 き ス テ ッ プ Ｄ ） で は 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ と 接 触 す る よ う に 、 大 面 積 で 第 ２
の 電 極 層 ２ ５ Ａ が 機 能 層 ２ ０ 上 に 設 け ら れ る 。 こ の よ う な ス テ ッ プ は 図 ２ Ｄ に 示 さ れ て い
る 。 第 ２ の 電 極 層 は 例 え ば シ ャ ド ー マ ス ク を 通 っ て 大 面 積 で 蒸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ Ｅ に 示 さ れ て い る よ う に 最 後 の ス テ ッ プ Ｅ ） で は 引 き 続 き 、 被 覆 部 ６ ０ が 次 の よ う に
取 付 ら れ る 。 す な わ ち 被 覆 部 が 機 能 層 ２ ０ の 領 域 と 、 機 能 層 ２ ０ を 囲 ん で 制 限 し て い る ウ
ェ ブ １ ０ お よ び ３ ５ の 領 域 と 、 第 ２ の 電 極 層 ２ ５ Ａ と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 の
各 終 端 部 を 覆 う よ う に 取 付 ら れ る 。 被 覆 部 の 材 料 は 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 に よ る 方 法 の こ の よ う な 別 形 態 は 以 下 の 利 点 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に よ
る 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ に よ っ て 大 面 積 で 被 着 さ れ る 機 能 層 ２ ０ が 制 限 さ れ 、 こ れ に よ
っ て 、 透 明 基 板 １ お よ び 電 極 接 続 部 分 ５ Ｂ お よ び ２ ５ Ｂ と 密 接 し て い る 被 覆 部 ６ ０ の 取 付
が 問 題 無 く 可 能 に な る こ と で あ る 。 な ぜ な ら こ の よ う な 領 域 上 に 、 密 接 な 被 包 を 阻 止 す る
機 能 層 の に じ み が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 下 で 、 構 造 化 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 条 片 並 び に 個 々 に 駆 動 制 御 可 能 な 画 素 の マ ト
リ ッ ク ス を 有 す る 、 本 発 明 に よ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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こ の 方 法 で は 図 ３ Ａ に 示 さ れ た よ う に ス テ ッ プ Ａ ） に お い て 、 第 １ の 電 極 層 ５ Ａ が 、 相 互
に 平 行 に 延 在 し て い る 第 １ の 電 極 条 片 ５ に 構 造 化 さ れ て い る 。 こ こ で 各 電 極 条 片 ５ の 延 長
部 は 、 第 １ の 電 極 接 続 部 分 ５ Ｂ と し て 用 い ら れ る 。 １ つ の 外 側 電 極 条 片 ５ に 隣 接 し て 第 ２
の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う な 方 法 で は 、 第 ２ の 電 極 条 片 （ カ ソ ー ド 条 片 ） を 構 造 化 す る た め の 第 ２ の 条 片 状
ウ ェ ブ １ ５ も 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る の で 、 図 ３ Ｂ － １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ス テ ッ プ
Ｂ ） に お い て 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ を 被 着 さ せ 、 図 ３ Ｂ － １ . 
１ に 示 さ れ て い る よ う に こ れ と は 別 に 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ５ を 別 個 の ス テ ッ プ Ｂ １ ） に
お い て 構 造 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で は 、 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ を 、 第 １ の 条 片 状 ウ
ェ ブ の 前 ま た は 後 に 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 手 法 は 以 下 の 利 点 を 有 し て い る
。 す な わ ち ２ つ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ ま た は １ ５ の う ち の １ つ を 構 造 化 し た 後 に 、 こ の 条 片
状 ウ ェ ブ を 自 身 の 表 面 の 付 加 的 な 処 理 に よ っ て 修 正 す る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 し て
い る 。 例 え ば 、 フ ッ 化 プ ラ ズ マ 、 例 え ば Ｃ Ｆ ４ 内 で エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 ２ つ の
条 片 状 構 造 体 の う ち の １ を 溶 剤 に よ る 濡 れ に 対 し て パ ッ シ ブ 化 す る こ と が で き る 。 例 え ば
界 面 活 性 剤 ま た は 洗 浄 剤 等 の 境 界 面 活 性 物 質 に よ っ て ウ ェ ブ を 処 理 す る こ と も 可 能 で あ る
。 こ の よ う に し て 、 ウ ェ ブ 構 造 体 を 、 機 能 層 の 極 性 ま た は 非 極 性 溶 剤 に よ っ て 濡 ら さ れ る
べ き か 否 か に 依 存 し て 事 前 処 理 す る こ と が で き る 。 例 え ば ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル か ら 成 る
ウ ェ ブ の 化 学 的 お よ び 機 械 的 な 耐 久 性 は 、 ウ ェ ブ が 化 学 的 な 硬 化 剤 に よ っ て 処 理 さ れ る こ
と に よ っ て も 改 善 さ れ る 。 硬 化 時 に は 、 ポ リ マ ー が 付 加 的 に 架 橋 さ れ る 。 こ こ で ウ ェ ブ の
濡 れ 特 性 も 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
２ つ の 絶 縁 ウ ェ ブ の う ち の １ つ の ウ ェ ブ の 表 面 を 付 加 的 に 変 え る こ と 、 そ れ を 別 個 に 構 造
化 す る こ と お よ び 他 の 絶 縁 ウ ェ ブ に 依 存 し な い で 被 着 さ せ る こ と は 、 以 下 の 利 点 を 有 し て
い る 。 す な わ ち ２ つ の ウ ェ ブ 構 造 体 を そ れ ぞ れ 個 々 に 自 身 の 問 題 状 況 に 整 合 さ せ る こ と が
で き る と い う 利 点 で あ る （ 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ ＝ 機 能 層 の 制 限 、 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ ＝ カ ソ ー
ド 条 片 の 分 離 ） 。 ２ つ の ウ ェ ブ 構 造 体 を 別 個 に 構 造 化 す る こ と に よ っ て 殊 に 、 各 ウ ェ ブ 構
造 体 の 形 状 お よ び サ イ ズ も 完 全 に 個 別 の 与 え ら れ た 状 況 に 整 合 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ
て 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 例 え ば 図 ６ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 張 出 し た エ ッ ジ に よ っ て 構 造
化 可 能 で あ る 。 こ の エ ッ ジ で は 後 に 第 ２ の 電 極 層 の 設 置 時 に 、 金 属 フ ィ ル ム が 剥 が さ れ る
。 ま た 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ は 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
し か し 共 通 の ス テ ッ プ Ｂ ） に お い て 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ を 同 じ 材
料 か ら 製 造 し 、 一 緒 に 構 造 化 す る こ と が で き る 。 こ れ は 以 下 の 利 点 を 有 し て い る 。 す な わ
ち こ れ ら の ウ ェ ブ が 唯 一 の ス テ ッ プ に お い て 迅 速 か つ 低 コ ス ト に 一 緒 に 作 成 さ れ る と い う
利 点 で あ る 。 一 緒 に 構 造 化 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の ウ ェ ブ も 第 ２ の ウ ェ ブ も 同 じ 張 出 し
た エ ッ ジ 形 状 を 有 す る 。 こ の 場 合 に は 有 利 に は 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ の 隣 に あ る 第
１ の 条 片 状 ウ ェ ブ は 次 の よ う に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 図 ４ Ｇ ～ 図 ４ Ｈ に 示 さ れ て い る よ う
に 、 こ の 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ が 、 ウ ェ ブ を そ の 長 手 方 向 に お い て 中 断 す る 相 互 に 接 続 さ れ
て い な い 領 域 ３ ０ か ら 成 る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ の 種 の 構 造 体 は こ れ ま で と 同 じ よ う に 、
機 能 層 の 区 切 り を 可 能 に す る 。 し か し な が ら 第 ２ の 電 極 層 の 被 着 時 に こ の 第 １ の ウ ェ ブ で
の 金 属 フ ィ ル ム 一 貫 し た 剥 離 を 阻 止 す る 。 従 っ て こ れ は さ ら に 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 と 接
触 す る こ と が で き る 。 図 ４ Ｇ に 示 さ れ て い る よ う に 、 相 互 に 接 続 さ れ て い な い こ の よ う な
領 域 （ ３ ０ ） が 第 １ の ウ ェ ブ の 最 も 長 い 延 長 部 分 に 対 し て 横 向 き に 延 在 す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ １ ５ は 通 常 は 、 第 １ の 電 極 条 片 ５ に 対 し て 横 向 き に 構 造 化 さ れ る 。 第 １
お よ び 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 対 す る 材 料 と し て は 基 本 的 に 、 構 造 可 能 な 全 て の 絶 縁 材 料 が
考 え ら れ る 。 従 っ て 例 え ば ポ ジ テ ィ ブ ま た は ネ ガ テ ィ ブ な フ ォ ト レ ジ ス ト が 使 用 可 能 で あ
り 、 こ れ ら は 大 面 積 に 基 板 １ 上 に 、 第 １ の 電 極 条 片 の 構 造 化 後 に 被 着 さ れ 、 引 き 続 き 露 光
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さ れ 、 現 像 液 の 補 助 に よ っ て 現 像 さ れ る 。 し か し 例 え ば 層 を 構 成 す る 他 の 絶 縁 材 料 、 例 え
ば 二 酸 化 け い 素 を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ れ は 引 き 続 き シ ャ ド ー マ ス ク に よ っ て エ ッ チ
ン グ プ ラ ズ マ の 補 助 に よ っ て 構 造 化 さ れ る 。 例 え ば ポ リ イ ミ ド 合 成 物 質 の 使 用 も 可 能 で あ
る 。 こ れ は マ ス ク を 通 し て 、 ポ リ イ ミ ド に 特 定 に 作 用 す る 溶 剤 に よ っ て 構 造 化 さ れ る 。 さ
ら に 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ の 絶 縁 性 材 料 も 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ の 絶 縁 性 材 料 も 印 刷 方 法 に よ っ て
被 着 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
基 本 的 に 、 第 １ の 絶 縁 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ だ け が 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 し 、 こ こ で カ ソ ー ド を
別 個 に す る た め の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ５ の 少 な く と も １ つ の 大 き な 部 分 も 取 り 囲 む こ と
も 可 能 で あ る 。 し か し 例 え ば 、 前 記 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 設 け ら れ た 第 １
の 条 片 状 ウ ェ ブ が 、 こ の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ の う ち の 少 な く と も ２ つ の ウ ェ ブ と 共 に 、 当
接 し て い る （ zusammenhaengende） ウ ェ ブ 構 造 体 を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 構 造
体 は 、 例 え ば 図 ４ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
引 き 続 き 図 ３ Ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ス テ ッ プ Ｃ に お い て 大 面 積 で 機 能 層 ２ ０ が 被 着 さ
れ る 。 機 能 層 ２ ０ を 大 面 積 に 被 着 さ せ る た め に 、 例 え ば 大 面 積 の 印 刷 方 法 （ 例 え ば オ フ セ
ッ ト 印 刷 、 ス ク リ ー ン 印 刷 、 タ ン ポ ン 印 刷 、 凹 板 印 刷 お よ び 凸 板 印 刷 方 法 、 殊 に フ レ キ ソ
印 刷 ） が 適 し て い る 。 フ レ キ ソ 印 刷 は 、 輪 転 印 刷 方 法 の こ と で あ る 。 こ の 印 刷 方 法 で は 例
え ば ゴ ム ま た は プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る フ レ キ シ ブ ル な 印 刷 版 下 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ３ Ｄ に 示 さ れ て い る よ う に 引 き 続 き ス テ ッ プ Ｄ ） で は 、 大 面 積 で 第 ２ の 電 極 層 ２ ５ Ａ が
例 え ば シ ャ ド ー マ ス ク に よ っ て 設 置 さ れ る 。 こ こ で 金 属 フ ィ ル ム は 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ で
剥 が さ れ る 。 こ の 結 果 、 両 側 で そ れ ぞ れ １ つ の 第 ２ の 絶 縁 層 に よ っ て 制 限 さ れ て い る 第 ２
の 電 極 条 片 ２ ５ が 構 成 さ れ る 。 図 ３ Ｅ に は 、 第 ２ の 電 極 条 片 ２ ５ が 設 け ら れ る ス テ ッ プ Ｄ
に お い て 、 第 ２ の 電 極 層 が 大 面 積 に 被 着 さ れ た 後 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ が 横 断 面 で 示 さ
れ て い る 。 こ こ で 金 属 フ ィ ル ム を 剥 が す と き に 、 金 属 層 ２ ５ Ｃ も 第 ２ の ウ ェ ブ １ ５ の キ ャ
ッ プ 上 に 設 け ら れ る 。 こ れ は 第 ２ の 電 極 条 片 と 接 触 し て い な い 。 第 ２ の 電 極 条 片 は 、 第 ２
の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ と 接 触 し て い る 。 図 ３ Ｆ に 示 さ れ て い る よ う に 引 き 続 き 最 後 の ス テ
ッ プ Ｅ ） で は 、 被 覆 部 ６ ０ が 設 置 さ れ る 。 こ の 被 覆 部 は 、 機 能 層 と 、 機 能 層 上 に あ る 第 ２
の 電 極 条 片 ２ ５ と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 の 各 端 部 を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 に よ る 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ を 製 造 す る こ の よ う な 方 法 で は 、 機 能 層
は 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ に よ っ て の み 区 切 ら れ る か 、 ま た は 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ と
第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ５ を 組 合 せ て 区 切 ら れ る の で 、 こ の 場 合 に は 容 易 に デ ィ ス プ レ イ の
密 接 し た 被 覆 部 ６ ０ も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 発 明 に よ る こ の 方 法 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ の 多 数 の 組 合 せ が 可 能 で あ る
。 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ が 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ の 前 に 構 造 化 さ れ る 場 合 、 図 ４ Ｂ か ら 図 ４ Ｆ
に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の ウ ェ ブ 構 造 体 全 体 を 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 な し に 構 造 化
す る こ と が で き る 。 こ こ で 図 ４ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ の み が 、 機 能
層 を 制 限 す る 当 接 し て い る 構 造 体 を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は さ ら に 、 ２
つ の 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ の み が 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 対 し て 垂 直 に 位 置 し 、 こ の よ う
な 最 も 外 側 の 条 片 状 第 ２ ウ ェ ブ の う ち の 少 な く と も ２ つ と と も に 、 図 ４ Ｃ に 示 さ れ て い る
よ う な 当 接 し た 構 造 体 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 第 １ の 条 片 状 ウ ェ
ブ １ ０ が 、 別 の 条 片 状 の 環 状 に 閉 成 さ れ た ウ ェ ブ ３ ５ に よ っ て 取 り 囲 ま れ る こ と も 可 能 で
あ る 。 こ の ウ ェ ブ は 、 機 能 層 の に じ み に 対 し て 付 加 的 な 防 御 を 与 え る （ 図 ４ Ｄ 参 照 ） 。 図
４ Ｆ に は 、 ２ つ の 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び ２ つ の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 内 部 区 切
り が 同 じ よ う に 少 な く と も ４ つ の さ ら な る ウ ェ ブ ３ ５ に よ っ て 取 り 囲 ま れ る こ と が 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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第 １ お よ び 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ が 一 緒 に 構 造 化 さ れ る 場 合 、 有 利 に は 、 構 造 化 さ れ た ウ ェ
ブ の 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 に 基 づ い て 、 第 ２ の 電 極 条 片 ２ ５ Ｂ と 隣 の 関 係 に あ る 第 １ の
条 片 状 ウ ェ ブ が 中 断 さ れ た 領 域 ３ ０ か ら 成 る の で 、 そ れ に よ っ て こ の よ う な 第 １ の ウ ェ ブ
で の 金 属 フ ィ ル ム の 剥 離 が 阻 止 さ れ る 。 こ こ で は 、 図 ４ Ｇ に 示 さ れ て い る よ う に 領 域 ３ ０
が 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 位 置 す る 、 ま た は 図 ４ Ｈ に 示 さ れ て い る よ う に こ
の 領 域 が 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ に 対 し て 垂 直 に 位 置 し 、 平 行 に ず ら さ れ た 構 造 体 が 可 能 で あ
る 。 こ の 場 合 に は 図 ４ Ｉ ～ 図 ４ Ｊ に 示 さ れ て い る よ う に 、 平 行 に 相 互 に 存 在 す る 複 数 の ウ
ェ ブ 構 造 体 を 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ ら の ウ ェ ブ 構 造 体 は そ れ ぞ れ 、 第 ２ の 条 片
状 ウ ェ ブ に 対 し て 垂 直 で あ る 、 ま た は 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ４ Ｋ お よ び 図 ４ Ｂ ～ 図 ４ Ｆ に 示 さ れ て い る よ う に 有 利 に は 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ は 、 機 能
層 の 領 域 お よ び 機 能 層 を 制 限 し て い る 第 １ の 絶 縁 性 ウ ェ ブ も 越 え て 実 現 さ れ る 。 こ こ で こ
の 場 合 に は 、 第 ２ の 電 極 接 続 部 分 ２ ５ Ｂ は 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ の 間 を 通 っ て 実 現 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ２ の ウ ェ ブ に 対 し て 横 向 き に 構 造 化 さ れ た 中 断 さ れ た 領 域 ３ ０ を 有 す る 図 ４ Ｋ に 示 さ れ
た 別 形 態 は こ の 場 合 に は 、 中 断 さ れ た 構 造 体 を 有 す る 図 ４ Ｇ ～ 図 ４ Ｊ に 示 さ れ た 別 の 例 の
場 合 で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ５ Ａ に は 、 機 能 層 ２ ０ が 被 着 さ れ る 前 の 、 ア イ コ ン バ ー （ シ ン ボ ル 枠 縁 部 ） を 有 す る 本
発 明 に よ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な 別 形 態 で は 、 第
１ の 条 片 状 ウ ェ ブ １ ０ は 、 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う に 、 異 な る 色 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ
ン ス を 有 す る 機 能 層 ２ ０ Ｒ お よ び ２ ０ Ｇ が 付 着 さ れ る 領 域 も 区 切 る 。 こ れ に よ っ て 例 え ば
シ ン ボ ル 枠 縁 部 に 機 能 層 を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 機 能 層 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 他 の
部 分 と は 異 な る 色 で エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ６ Ａ に は 、 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い な い 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ １ ０ の 幾 つ か の 横
断 面 が 例 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な エ ッ ジ 形 状 は 、 機 能 層 ２ ０ の 確 実 な 制 限 を 可 能 に す る
。 し か し 同 時 に 第 ２ の 電 極 層 を 被 着 さ せ る 際 の 金 属 フ ィ ル ム の 剥 離 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ６ Ｂ に は 、 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 す る ウ ェ ブ の 幾 つ か の 例 示 的 な 横 断 面 が 示 さ れ
て い る 。 こ れ ら は 有 利 に は 、 カ ソ ー ド 条 片 を 別 個 に す る 第 ２ の 絶 縁 ウ ェ ブ の 場 合 に 実 現 さ
れ る 。 同 じ 材 料 か ら 成 る 第 １ お よ び 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ を 一 緒 に 構 造 化 す る こ と が 可 能 で
あ る 場 合 に は 、 し ば し ば 、 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 す る ポ リ マ ー を 囲 ん で 区 切 る 第 １
の 条 片 状 ウ ェ ブ が 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 上 述 し た よ う に 有 利 に は 、 第 ２ の 電 極
条 片 ２ ５ Ｂ に 隣 接 し て い る 第 １ の 絶 縁 ウ ェ ブ に 対 し て 、 図 ４ Ｇ ～ 図 ４ Ｋ に 示 さ れ た 中 断 さ
れ た 形 状 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る 本 発 明 に よ る ウ ェ ブ 構 造 体 は 、 例 え ば 被 覆 部 に よ っ て 機 能 層 の に
じ み が 回 避 さ れ る べ き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ の 種 々 の 構 造 形 態 で 使 用 可 能 で あ る 。 こ れ
に は 例 え ば ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ も 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ７ に は 、 機 能 層 ２ ０ を 区 切 る 第 １ の 条 片 状 絶 縁 ウ ェ ブ １ ０ を 有 す る 本 発 明 に よ る ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 構 造 の 例 が 示 さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ
レ イ で は 有 利 に は 個 々 に 駆 動 制 御 可 な 画 素 の マ ト リ ク ス は 、 次 の こ と に よ っ て 実 現 さ れ る
。 す な わ ち 各 画 素 に 少 な く と も １ つ の 個 々 に 駆 動 制 御 可 能 な 半 導 体 構 成 素 子 ４ ０ （ 例 え ば
ト ラ ン ジ ス タ ） が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 こ の 半 導 体 構 成 素 子 は 、 第 １ の 電
極 ４ ５ と 導 電 性 接 続 さ れ て お り 、 窓 部 ５ ０ の 隣 に 絶 縁 層 ７ ０ の 下 に 配 置 さ れ て い る 。 絶 縁
層 ７ ０ は 個 々 の 画 素 を 相 互 に 明 確 に 区 切 る こ と が で き 、 半 導 体 構 成 素 子 を 機 能 的 ポ リ マ ー
か ら 区 切 る 。 中 に 存 在 す る 半 導 体 構 成 素 子 お よ び 第 １ の 電 極 を 有 す る 窓 部 構 造 体 上 に は 、
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大 面 積 で 機 能 層 ２ ０ が 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 大 面 積 で 第 ２ の 電 極 層 ５ ５ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
基 板 が 透 明 な 場 合 に は 、 観 察 者 の 方 を 向 い て い る 基 板 １ の 面 上 に し ば し ば ミ ラ ー 作 用 お よ
び ／ ま た は ブ ラ イ ン ド 作 用 が 生 じ 得 る 。 こ こ で こ の 作 用 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 上 の 透 明 基 板 を 通 し
て 観 る の に 印 象 的 に 障 害 を 与 え 、 欠 点 と し て 感 じ ら れ る 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 反 射 は 、
観 察 者 の 方 を 向 い て い る 透 明 基 板 １ の 面 上 の 少 な く と も 部 分 領 域 が 、 例 え ば ガ ラ ス プ レ ー
ト の 砂 噴 射 に よ っ て 粗 面 化 さ れ て 、 基 板 が マ ッ ト 仕 上 げ さ れ る こ と に よ っ て 回 避 さ れ る 。
こ の よ う な マ ッ ト 仕 上 げ は 、 表 面 に お け る 極 微 少 の 凹 部 に よ っ て 設 け ら れ る 。 こ の 種 の 各
凹 部 は 、 発 光 の 散 乱 中 心 と し て 作 用 す る 。 光 が 散 在 す る こ と に よ っ て 障 害 と な る ブ ラ イ ン
ド 作 用 お よ び ／ ま た は ミ ラ ー 作 用 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
第 ２ の 絶 縁 層 の 幾 つ か の ウ ェ ブ が 、 デ ィ ス プ レ イ の グ ラ フ ィ ッ ク 要 素 を 構 造 化 す る こ と も
可 能 で あ る 。 こ れ ら の ウ ェ ブ は 有 利 に は 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い る の で 、 例 え
ば 、 こ の よ う な ウ ェ ブ の 部 分 に よ っ て グ ラ フ ィ ッ ク 要 素 の 閉 鎖 さ れ た 輪 郭 が 構 造 化 さ れ る
。 こ れ は 引 き 続 き 第 ２ の 電 極 層 の 残 部 か ら 絶 縁 さ れ 、 従 っ て 発 光 せ ず に 暗 く あ ら わ れ る 領
域 を 取 り 囲 む 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 は 、 具 体 的 に 説 明 さ れ た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 枠 内 に は 当 然
な が ら さ ら な る 別 形 態 、 殊 に 機 能 層 を 囲 ん で 制 限 す る ウ ェ ブ に 対 し て 使 用 さ れ る 材 料 に 関
す る 変 形 、 デ ィ ス プ レ イ の ジ オ メ ト リ に 関 す る 変 形 お よ び デ ィ ス プ レ イ の 詳 細 な 製 造 ス テ
ッ プ に 関 す る 変 形 が 含 ま れ る 。 透 明 で な い 第 １ の 電 極 層 を 有 す る 、 透 明 で な い 基 板 か ら 成
る デ ィ ス プ レ イ も 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に は 第 ２ の 電 極 層 お よ び 被 覆 部 が 透 明 で あ り 、 デ
ィ ス プ レ イ の 光 放 射 を 可 能 に す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｄ は 、 構 造 化 さ れ て い な い 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 層 を 有 す る 従 来 の
デ ィ ス プ レ イ の 製 造 が 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 ２ 】 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｅ は 、 構 造 化 さ れ て い な い 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 層 お よ び 電 極 接 続
部 分 を 有 す る 本 発 明 に よ る デ ィ ス プ レ イ の 別 形 態 の 製 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｆ は 、 構 造 化 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 電 極 条 片 を 有 す る 本 発 明 に よ
る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 製 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 ４ Ａ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 ４ Ｂ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 ４ Ｃ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 ４ Ｄ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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【 図 ４ Ｆ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 ４ Ｇ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 ４ Ｈ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 ４ Ｉ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 ４ Ｊ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 ４ Ｋ 】 カ ソ ー ド （ 第 ２ の 電 極 条 片 ） を 構 造 化 す る 従 来 の 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ お よ び 、
機 能 層 を 区 切 る 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と 第 １ の 条 片 状 ウ ェ ブ か ら 成 る 本 発 明 に よ る 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 ５ 】 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ は 、 第 １ と 第 ２ の 条 片 状 ウ ェ ブ と の 組 合 せ に よ っ て 、 種 々 の
色 の エ レ ク ト ル ミ ネ セ ン ス を 示 す 機 能 層 を 相 互 に 制 限 す る 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
【 図 ６ 】 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ は 、 張 出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い な い ウ ェ ブ お よ び 張
出 し て い る エ ッ ジ 形 状 を 有 し て い る ウ ェ ブ の 横 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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申请(专利权)人(译) 欧司朗光电半导体GESELLSCHAFT手套Beshurenkuteru有限公司

[标]发明人 ヤンビルンシュトック
イェルクブレシング
カーステンホイザー
マティアスシュテッセル
ゲオルクヴィットマン

发明人 ヤン ビルンシュトック
イェルク ブレシング
カーステン ホイザー
マティアス シュテッセル
ゲオルク ヴィットマン

IPC分类号 H05B33/22 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/10 H05B33/12 H05B33/14

CPC分类号 H01L27/3283 H01L27/3239 H01L27/3246 H01L2251/5361

FI分类号 H05B33/22.Z H05B33/10 H05B33/12.B H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/EA00 3K007/FA00

代理人(译) 矢野俊夫

优先权 10152919 2001-10-26 DE

外部链接 Espacenet

摘要(译)

由于功能层（20）由第一条形网（10）界定，因此提出了能够在大面积
上沉积功能层的有机电致发光显示器。功能层设置在基板（1）上的第一
电极层（5A）上。在功能层上，提供第二电极层（25A）。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/50857da6-39b2-4f0c-b13f-9ae0308198af
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/007703826/publication/JP2005507153A?q=JP2005507153A

